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[アドバンテージ]
　実際のデータに基づいた現象の解析と、成果の実務への

反映を重視した研究を行っております。

　交通工学分野における国内外の研究者との充実したネット

ワークを有しており、行政機関や高速道路会社等の委員会・

検討会への参画、民間企業との共同研究等も行っています。

[事例紹介]
　休日に混雑する高速道路SAの駐車場を効率的に運用する

ため、ドライバーがどのような情報をもとに駐車場所の選択を

行っているかについて、ビデオ観測調査とアンケート調査に基

づいて分析を行い、駐車場レイアウトや情報提供などの要因

がどのように影響するかを明らかにしています。（図１）

　駐車場や駐車行動にITS技術を適用することによって、施設

の効率的運用や他の交通機関とのスムーズな乗り継ぎ、さら

には周辺商業施設での消費促進や地域の活性化といった効

果を発揮する「駐車場ITS」の可能性を、産官学連携の研究会

で検討しています。（図２）
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[ 研究概要 ]
　人や車の流れを対象に、安全・円滑で快適な交通を実現するための研究を行っています。道路の渋滞・混雑

の緩和、交通事故リスクの低減、環境負荷の低い交通の実現のため、フィールドでの観測調査に基づいた交通

現象の解明や交通シミュレーションを用いた交通流の解析などに取り組んでいます。また、交通に関わる人々

の意思決定や選択行動メカニズム、ITS(高度交通システム)を用いた新たな交通関連サービスなどにも関心が

あります。
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図１　高速道路 SA 駐車場における情報提供

図２　駐車場を高度化する ITS 技術の例
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